
６月の絵本 

 

逆瀬川あゆみ保育園 子育て支援すくすく 本夛 由香 2024.6.5 
すくすくルームには、定番の人気絵本と季節の絵本を取り揃えています。ゆっくり見たいけれど 

遊びながらではなかなか…というお声を受け、月ごとにすくすくルームの絵本を紹介します。 
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④        ⑤       ⑥ 

 

 

① 『ぽつぽつだいじょうぶ』 

しもかわら ゆみ 作/講談社 

雨が降ったら、動物達はどんな傘をさすのでしょう

か？ページをめくるたびに、なるほど！となりま

す。ちなみに、私はきつねとくまの傘の場面が好き

です。また、雨の降り方の表現がぽつぽつ、ぱらぱ

ら、さらさら等日本語ならではの表現で、とても素

敵です。繊細な絵も美しく可愛いですよ。 

②『あめふりくまのこ』 

    鶴見 正夫 詩/高見 八重子 絵 

              ひさかたチャイルド 

「おやまにあめがふりました♪」のフレーズで始まる

童謡が絵本になったものです。優しい絵と歌で、ほの

ぼのした気持ちになります。童謡は、日本の歌として

これからも子ども達に伝えていきたいですが、意外と

歌詞を知らないもの…そんな時に活用出来ますよ。 

③『あめあめ ぱらん』 

    木坂 涼 文/松成 真理子絵/のら書店 

あめあめぱらん ぽつぽつぱらん…うかぶははっ

ぱ…はっぱはみどり…とシンプルな言葉あそびと、

柔らかな水彩画で、雨のひとときを描いた絵本で

す。梅雨にどんよりしがちな気持ちを明るくしてく

れます。 

④『てるてるぼうず』 

      おぐま こうじ 作/くもん出版 

天気の変化とともに表情を変えるてるてるぼうず。 

辛そうだったり、楽しそうだったり、幸せそうだった

り…。一緒にてるてるぼうずの気持ちに入り込んで楽

しめる絵本です。擬音語のみの絵本の為、０歳～親子

で楽しめると思います。 

⑤『みずちゃぽん』 

       新井 洋行 作/童心社 

これからの時期、仲良くしたいのが「水」。そんな水

を表す擬音語が満載です！ぽたぽた、ぽとぽと、ち

ょろちょろ…等。絵と擬音語がぴったりで、ついつ

いにんまりしながら見てしまいます。水遊びの際に

は、水の音にも注目してみると楽しいかもしれませ

ん。 

⑥『あめぽぽぽ』 

ひがしなおこ 作/きうちたつろう 絵/くもん出版 

ママとぼくの、雨の日散歩のお話です。心地よいリズ

ミカルな言葉で、雨粒が語り掛けてくれるようです。 

歌人である作者（ひがしなおこさん）ならではの言葉

選びに、さすがだな、と感心してしまいます。少し離

して絵本を見ると、写真のような雰囲気にも感じられ

ますよ。 


